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論文内容の要旨

In　this　thesis，　three！nain　topics　and　the　Telation　between　each　others　are　defined

sustainability，　macro　and　micro　level　of　policy　making　and　closed　loop　suPPly　chain

management．　Following　！ist　represents　the　framework　of　this　thesis．



implications　of　theσヒher　countries　similar　to　mini　car　strategies

This　chapter　deals　with　lmpact　　f　political　decisions　on　business　sustainability．

The　main　topic　here　is　th　　generation　of　Unified　Relation　Matrix　which　defines　th

n］ultiple　dimensions　of　lmpact　ana！ysis．　Author　defined　the　lrnportance　levels　for

crlterla　in　trial　bottom　Iine　of　sustainability，　the　relation　between　the　criteria

and　the　functions　of　the　CLSC，　the　relation　between　the　tria！　bottonl　line　of

sustainability　and　functions　of　CLSC　　Then，　the　overall　impacts　which　are　picked　up

for　use　in　Analytic　Solution　method　in　LP．

This　chapter　presents　a　reconstruction　of　reve撒se　logistic　network　to　explain　c！early

the　impact　of　po！itical　decisions　on　CLSC　in　the　global　auto　industry　as　a　case　study．

The　objective　ls　the　maxlmlzlng　profit　by　settlng　logically　accepτab！e　fユows

mechanisn］．　The　high！ighted　lssue　may　be　the　introduction　of　combination　and　the

lmpacts　analysis　of　mac士0　1evel　policy　deciSions　on　rnlcro　！evel　policies　ln　the

organlzatlon．

As　the　final　main　chapter　of　the　thesis，　this　chapter　represents　the　impact　of　macro

level　political（lecision　on　the　micro　level　decision　making　of　a　company　by　expressing

the　evaluation　of　suppliers　to　create　a　sustainable　CLSC．　　The　highlighted　issue　here

is　the　start　point　of　the　inner　company　effects　and　the　analysis　of　the　macro　level

policies　directly　checking　the　stakeholders　of　CLSC．



論文審査結果の要旨

　EUの環境行動計画（現在第7次）によって、廃自動車に対するELV指令や電気電子製品に対するWEEE

指令やRoHS指令は、　EUへの製品輸出国に対して国際的な環境規制として機能し、グリーン調達推進等

の産業構造変革に成果を挙げている。Sule　ERYURUK君の研究テーマは、このような国際指令
（lnternational　Directives）等が産業構造に与える影響を、大きく以下の3つの階層に分けてモデ

ル化し、最適構造を得ようとするものである。

1）企業間のサプライチェーンを通した意思決定問題としての産業構造変革

　企業の持続性のある経済活動に不可欠な3R（リデュース・リユース・リサイクル）問題をとおし

　て、最適なサプライチェーンで接合のあり方を議論している。

2）行政組織と企業間の意思決定問題としての産業振興

　行政機関による減税や補助金等を通した産業振興、産業構造変革シナリオの論理的な生成方法に関

　　して議論している。

3）国際指令と行政組織間の意思決定問題としての持続可能な発展政策

　多種多様の国際指令をどのレベル、どの時点で受け入れるかを、適用可能なシナリオを生成する事

　で、政策実行者が整合性のある意思決定を行う方法に関して議論している。

　このような、クローズドループサプライチェーン問題から国際政策立案問題までを、包括的に議論

している研究を他に知らない。また、この研究ではモデルを敢えてシンプルな構造とすることで、数
値計算に頼るのではなく数式処理を行う事で、より意味付けをし易く、実務家にとって理解し易く、

行動に結びつけ易いヒューリスティックスを与える事を主眼としている点に特徴が在る。

　論文構成は、以下のとおりである。

　第1章では、研究背景並びに本論文の研究対象全体（上記3階層）を概観している。

　第2章では、本件に関わる既往の研究をレビューし、解くべき5つの問題（夫々3から7章で対応）
とその範囲を特定している。

　第3章では、将来に向けて複数のステークホルダが協調して対応するための方法論を、進化ゲーム

理論を用いて構築している。

　第4章では、政策決定が産業に及ぼすインパクートをTriple　Bot七〇m　Line（経済・社会・環境）の視点

から分析する方法論を提示している。

　第5章では、自動車産業のクローズドサプライチェーン（CLSC）をモデル化したLP問題を解析的に

解く事で、政策決定がサプライチェーン構造に与えるインパクトを包括的に議論可能とする方法論を

提示している・

　第6章では、採りえる政策の決定のためのシナリオを網羅的に生成する方法とシナリオ評価方法を

示すことで、政策立案者による政策のインパクトを包括的に把握した意思決定をサポートしている。

　第7章では、政策のインパクトを考慮したうえで、持続可能なCLSCを作るために不可欠なサプライ
を選定方法として、grey　relational　analysis並びにファジーロジックを組み込んだAHPを開発している。

　第8章は、論文全体の考察を記している。

　第9章は、本研究に関する結論および残された課題について記している。

　以上、Sule　ERYURUK君が研究した持続ある開発のための政策決定問題は、これから経済発展が見込

まれる国々（母国トルコを含む）ばかりでなく、サプライチェーンで接合された地球規模の経済活動

を持続性のあるものとするために不可欠な環境問題を扱っており、大変オリジナリティの高い研究で

ある。なお研究成果は、学会誌3報（1報は印刷中）、国際学会予稿2報に取り纏めて発表している。

よって、本論文は博士（工学）の学位論文として十分価値があると認められる。
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